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岸谷２号線復旧工事の進捗

上流部 仮設防犯灯の設置

被災地区上流部

令和３年７月の土石流災害により被災されました皆様におかれましては、心よりお見舞いを申

し上げます。

今号では、「岸谷２号線復旧工事の進捗」、「上流部仮設防犯灯の設置」、「令和６年５月策

定 熱海市伊豆山復興事業計画」、「災害復興住宅融資等に関する無料相談窓口のご案内」につい

てお伝えします。

市道岸谷2号線の

復旧工事については、

現在、ブロック積工

事を施工しており、

令和6年9月末の完成

を目標に工事を進め

ております。

工事完了後の交通

規制や車両の通行な

どにつきましては、

改めてご案内をさせ

ていただきます。

令和6年６月７日現在

令和6年６月初旬設置

現在、元警戒区域には防犯灯17基・センサーライト7基を設置していますが、新たに被災地区

上流部各所に仮設の防犯灯を5基設置いたしました。



お問合せ先

240617

熱海市都市整備課 復興調整室
〒４１３－８５５０ 熱海市中央町１番１号
ＴＥＬ ０５５７－８６－６４０９
Ｅ-mail fukkou@city.atami.shizuoka.jp 熱海市公式ホームページ

伊豆山復興まちづくり通信

令和６年５月策定「熱海市伊豆山復興事業計画」

②復興まちづくり計画 令和４年９月策定/令和６年５月改定

③復興事業計画 令和６年５月策定

まちづくりに関する分野別方針や復興により目指す将来像を示した計画

基本方針・主要施策に基づいた、取組目標や具体的な実施内容、実施スケ
ジュール等を具現化した計画

熱海市では、令和４年６月に復興の理念や考え方、施策の方向性を示した「①熱海市伊豆山

復興基本計画」を策定し、令和４年９月には、復興基本計画で示した基本理念や基本方針、今

後取り組むべき施策を受け、被災地の復旧・復興を迅速かつ計画的に推進することを目的とし

た「②熱海市伊豆山復興まちづくり計画」を策定しました。

また、令和５年９月には、警戒区域（災害対策基本法第63条）を解除し、被災者の生活再建

に向けた動きが本格的に始まりましたが、伊豆山土石流災害からの復興に向けては、被災者の

生活再建に関するハード・ソフトの両面から実施すべき取組が残されており、こうした背景を

踏まえ、復興まちづくり計画で示された将来像を実現するために、３月の第２回熱海市伊豆山

復興まちづくり推進懇話会により意見をいただき、令和６年５月に「③熱海市伊豆山復興事業

計画」を策定しました。

伊豆山復興にかかわる３つの計画

①復興基本計画 令和４年６月策定/令和６年５月改定
復興の理念や考え方、施策の方向性を示した計画

※詳細は熱海市ホームページに掲載しております。

災害復興住宅融資等に関する無料相談窓口のご案内

住宅金融支援機構による災害復興住宅融資等に関する無料相談窓口のご案内（７月）

・開催日時 ７月１０日・２４日（いずれも水曜日）の1０時～１６時

・開催場所 総合福祉センター３階

・申込み 事前予約制のため、前々日の平日１６時までに下記までご予約をお願いします。

・電話番号 045-290-8850（住宅金融支援機構）

mailto:-mailfukkou@city.atami.shizuoka.jp

